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同性パートナーに寄り添った本市の対応について 

（パートナーシップ宣誓制度に基づく住民票の続柄変更）  

１．背景  

  長崎県大村市において男性カップルの申請に基づき、住民票の続柄欄に事実婚

関係にあることを示す「夫（未届）」と記載した住民票を交付したことを受けて、

鹿沼市においても７月１日から実施しています。  

  なお、総務省はマスコミのヒアリングに対して、住民票の記載は自治体の責任

において行う自治事務であると説明しています。  

 

２．本市の対応  

本市では、パートナーシップ宣誓制度を令和２年１１月から実施していること

から、鹿沼市と同様に、同性パートナーの住民票続柄欄に「夫／妻（未届）」と

記載した住民票を交付した場合、各部署において支障や不都合等があるのか全庁

にて調査した結果、問題ないことを確認しております。  

この調査結果をもとに庁内関係課と協議を行い、別紙変更申出書により対応す

ることとしました。  

なお、現在、本市にてパートナーシップ宣誓をしたカップルは２組であり、栃

木県にて宣誓した本市在住カップルは２組の計４組が対象となります。  

 

【住民票記載例】  

 

現在 変更後

男性同士のパートナー

続柄 夫（未届）

世帯主からみた

女性同士のパートナー

続柄 妻（未届）

続柄 同居人

 

３．変更申出の手続きについて（別紙抜粋）  

(１)この申出は、住民票に限られます。  

(２)申出後は、住民票の写しの請求は、栃木市役所市民生活課市民係でのみ受け付

けます。  

(３)住民票では、事実婚関係であることを証明しますが、各種の公的な制度（栃木

市の制度を含みます。）や民間で運用されている制度には、直接の影響は及びま

せん。それぞれの制度を運用する行政機関や民間企業の判断が優先されます。  

 

４．その他  

・パートナーシップ宣誓証明書のリニューアルについて  

 

生活環境部 人権・男女共同参画課  担当 小林  ℡0282-21-2161 



R6.7.8 定例記者会見資料【人権・男女共同参画課】 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                            



R6.7.8 定例記者会見資料【人権・男女共同参画課】 

3 

 

 

 

（イメージ）  

 

 

 

 

 

 

 

 


